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町長へ要望書の提出
本通りに関わる多くの方にいただいたご意見をもとに、丁寧

に時間をかけて作成した要望書。ついに益子町長へ提出しま

した！現在、町では都市再生整備計画等の補助事業の策定中

で、その中に本協議会の要望事業を採択してもらえるよう、8

月 3 日午後 益子町役場応接室にて協議会メンバーと益子町長

広田茂十郎氏と産業建設部長同席の上、今までの経緯と本通

りに対する熱い想いを直接プレゼンしてきました。 時間をかけて作成した要望書を益子町長へ提出！
写真左から宇都宮大学遠藤先生、広田町長、協議会 塚本会長、
中山副会長、宇都宮大学大嶽先生

「益子本通り活性化協議会」を設立
益子本通り周辺地区のまちづくり推進に関する検討、また実

施する組織として「益子本通り活性化協議会」が 2023 年４

月 3 日に発足しました。構成委員として３自治会（新町、田

町、内町）の住民代表、自治会長、商工会会長、副会長、観

光協会専務理事、宇都宮大学地域デザイン科学部建築都市デ

ザイン学科の教員が加わり、前段の「益子本通り計画書作成

準備会」で２回実施したトークセッション *で出た課題とア

イデア、さらには益子本通りの７つのビジョン（2010 年、

益子本通りの未来をつくる会）をもとに “暮らす・営む・
楽しむ・歩く多様性のある益子本通り” を目標とした
まちづくりの基本方針を策定し活動が始まりました。

益子駅から城内坂まで、昔ながらの「益子本通り」の活性化の取り組みをお伝えするニュースレター。

今回は今年春から夏の益子本通り活性化への取り組みをご報告します。

益子本通りのまちづくり基本方針
1. 益子本通りのにぎわいをつくる
2. 住む人も訪れる人も快適で楽しいまち
3. 益子本通りの風景をつくる
4. 安心して歩けるまち
5. 地域の伝統や自然を守り、活かす工夫
6. 情報発信して益子を知ってもらう

「益子本通りのまちづくりに関する要望書」の完成
協議会設立後の同月に益子駅舎 2 階にて住民説明会を開催

しました。これまでの検討経過と基本方針、および協議会

の今後についてまとめた資料 *をもとに協議会メンバーから

説明をさせていただきました。その後説明会にご参加いただ

いた方や本通りにお住まいの方を中心に 5 月・6 月とワーク

ショップを２回開催し、宇都宮大学の学生さんを交えて、基

本方針を前提に本通りで具体的に実施していきたいメニュー

作りとそれらの優先順位をつけていきました。そしてそれら

をもとに今後 5 年間で実施していく事業を協議会で策定し、

7 月 28 日に町へ提出する要望書 *が完成しました。
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益子本通り活性化協議会のこれから
本協議会は今後都市再生整備計画への採択にあたり、要望書であげた事業のなかで令和 6 年度に実施する事業について

の準備段階へ入ります。場所の選定、運営の方法などをハードの部分とソフトの部分と分け本格的に検討していきます。

つまりここからが本協議会のスタートとなります。本協議会では一緒に検討、活動していく仲間を随時募集
しています。本通りの変化を楽しみたい！本通りの未来に興味がある！など関心のある方はお気軽にお問い合わせください。

益子本通り” まちのデザイン” ニュースレター　NO.3　2023.8 月号　
【発行・お問合せ】益子本通り活性化協議会（事務局 益子町役場観光商工課）Tel  0285-72-8845  Email  kanko@town.mashiko.lg.jp　

益子本通りのまちづくりに関する要望書 ダイジェスト hard
soft

①  空き家・空き店舗の点検、情報発信
②  空き店舗の利活用に係る改修
トークセッションを開催した際に本通りの空き物件を活用して起業

したいという本気の方が多くいらっしゃいました。しかし、どこに

相談したらいいのかわからない、住居が併設されていて第三者へ貸

与ができないなど障壁が多くあり上手く利活用に至らない現状がわ

かりました。これらの問題を解消するための事業として①空き家、

空き店舗の状況を調査、点検し、利活用に関する情報発信を行う事

業②利活用に係る改修に補助を行う事業を推進します。

⑥  社会実験実施事業
短期のイベント的な社会実験を通して今後の継続的な事業メニュー

へと落とし込みます。今ある地域イベントと関連付けて地域の人の

暮らしに役立つものや、地域外からも多く参加してもらえるような

イベントを実施し、本通りにぎわいを作っていく事業となります。 ↑ワークショップで出た案をもとに宇都宮大
学学生さんが作成したイラストの一部です。

③  チャレンジショップ等
①②と連携し、空き家、空き店舗で利活用可能な建物があれば新た

なチャレンジショップや貸店舗、地域観光、コミュニティ拠点等と

して活用する事業を推進します。

④  まちなか広場（駐車場）の整備事業
通り沿いの利活用可能なスペースを使い、住民、観光客が気軽に利

用できるまちなか広場を整備する事業です。日常的には地域に暮ら

す人々の憩い、集いの場として、陶器市等イベント時には駐車場と

して使用できるなど汎用性の高い空間を整備します。

⑤  街灯の改修
現在本通りの街灯は設置している店舗等の電気代負担により、廃業

に伴い街灯が点かなくなる問題があります。今後省エネ性能や長寿

命といった特性を持つ LED への改修を行う事業です。

今回の要望書をみなさまにぜひご一読していただきたいですが、こちらのニュース
レターにはワークショップで優先順位の高かった一部を抜粋して掲載します。

Design：村越　慧

トークセッションの内容をまとめたニュースレター、住民説明会の資料、益子本通りのまちづくりに関する要望書は以下の
窓口、店舗で閲覧可能です。ご興味のある方はぜひお立ち寄りください。

益子町観光商工課窓口、民芸店ましこ、添谷書店
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